
提

出

者

井

上

和

雄

平
成
十
六
年
八
月
五
日
提
出

質

問

第

五

七

号

徳
島
県
に
お
け
る
自
衛
官
死
亡
捜
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書

57



徳
島
県
に
お
け
る
自
衛
官
死
亡
捜
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
六
日
徳
島
県
阿
南
市
に
お
い
て
、
海
上
自
衛
隊
江
田
島
第
一
術
科
学
校
に
勤
務
す
る
三
笠
睦
彦
氏

（
当
時
三
十
三
歳
）
が
、
遺
体
で
発
見
さ
れ
た
。

本
事
件
の
捜
査
に
関
し
て
、
徳
島
県
警
が
再
三
捜
査
を
や
り
直
し
た
と
さ
れ
、
異
例
の
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
度
重
な
る
再

捜
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
自
殺
」
と
す
る
死
亡
原
因
の
見
解
を
変
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
解
剖
医
の
説
明
、
遺
体
の
発
見

状
況
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
目
撃
証
言
等
を
検
証
す
れ
ば
、
捜
査
当
局
の
捜
査
方
法
及
び
見
解
に
大
い
な
る
疑
問
を
抱
か
ざ
る

を
得
な
い
。

既
に
、
本
事
件
は
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
報
道
さ
れ
て
お
り
、
国
民
的
な
関
心
の
高
さ
を
痛
感
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
捜
査
当

局
に
関
し
て
は
、
以
下
の
と
お
り
、
矛
盾
や
問
題
点
が
あ
り
指
摘
し
て
お
く
。

昨
今
、
警
察
当
局
の
威
信
が
問
わ
れ
て
い
る
。

警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
一
条
及
び
第
二
条
を
肝
に
銘
じ
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
、
国
民

個
人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
に
任
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
本
事
件
に
関
す
る
捜
査
上
の
矛
盾
及
び
問
題
点
等
に
つ
い
て
】

一



三
笠
睦
彦
氏
の
遺
体
発
見
状
況
等
に
関
し
、

・
発
見
状
況

遺
体
は
、
高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
の
橋
の
直
下
か
ら
四
・
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
発
見
さ
れ
る
。

橋
に
は
、
欄
干
が
あ
る
た
め
に
、
助
走
が
で
き
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
物
理
的
に
遺
体
発
見
位
置
ま
で
は
、
自
力
で

飛
ぶ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

肋
骨
及
び
胸
骨
の
陥
没
骨
折
に
よ
る
胸
部
大
動
脈
損
傷
の
た
め
の
出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
が
直
接
的
な
死
因
で
あ
る
と
さ
れ

た
。
な
お
、
大
動
脈
周
辺
の
臓
器
に
損
傷
は
な
く
、
大
動
脈
の
み
が
切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
用
面
が
小
さ
な
鈍

体
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
当
た
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

・
同
氏
が
運
転
し
て
い
た
車
両
状
況
に
つ
い
て

同
氏
が
運
転
し
て
い
た
車
両
の
運
転
席
天
井
部
に
は
、
鉄
パ
イ
プ
で
た
た
か
れ
た
よ
う
な
痕
跡
が
あ
っ
た
。

・
目
撃
証
言

遺
族
の
懸
命
の
努
力
に
よ
り
、
事
件
当
日
に
現
場
で
同
氏
の
車
両
と
共
に
二
台
の
車
両
が
停
車
し
て
い
た
と
い
う
目
撃

証
言
者
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

二



オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
車
し
た
二
人
組
が
、
棒
状
の
よ
う
な
も
の
で
白
い
乗
用
車
を
た
た
い
て
い
た
と
い
う
、
他
の
目
撃
者

証
言
と
一
致
す
る
点
。

・
捜
査
当
局
に
お
け
る
問
題
点
に
つ
い
て

当
初
か
ら
「
自
殺
」
と
い
う
前
提
で
初
動
捜
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
自
殺
を
否
定
す
る
よ
う
な
証
拠
に
関
し
て

は
、
一
切
受
け
付
け
な
い
と
い
う
態
度
で
あ
っ
た
。

・
再
捜
査
に
お
い
て
も
、
車
両
監
視
シ
ス
テ
ム
も
使
用
し
て
い
な
い
。

・
目
撃
者
に
対
し
て
も
、
当
初
か
ら
そ
の
証
言
を
否
定
す
る
態
度
で
証
言
の
裏
づ
け
を
一
切
と
ら
な
い
。

・
本
事
件
に
関
し
て
、
徳
島
県
警
刑
事
部
捜
査
一
課
次
長
並
び
に
同
課
長
補
佐
は
、
平
成
十
三
年
三
月
六
日
遺
族
に
対
し

て
、
エ
ア
ー
バ
ッ
グ
に
よ
り
胸
部
大
動
脈
が
損
傷
し
た
と
遺
族
に
対
し
て
説
明
し
て
い
る
。

第
一

以
上
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
、
本
事
件
の
真
相
究
明
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
か
、
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。
ま
た
、
右
記
に
指
摘
し
た
問
題
点
等
に
関
し
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
さ
れ
る
か
、
所
見
を
問
う
。

第
二

エ
ア
ー
バ
ッ
ク
の
危
険
性
、
特
に
胸
部
大
動
脈
損
傷
が
起
こ
り
得
る
危
険
性
に
関
し
て
、
予
見
し
て
い
た
か
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
エ
ア
ー
バ
ッ
ク
に
よ
り
胸
部
大
動
脈
損
傷
が
起
こ
っ
た
例
は
あ
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。三



第
三

エ
ア
ー
バ
ッ
ク
に
よ
る
胸
部
大
動
脈
損
傷
が
起
こ
っ
た
と
す
る
徳
島
県
警
の
見
解
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
政
府
と
し

て
、
今
後
エ
ア
ー
バ
ッ
ク
の
安
全
性
の
確
保
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


